
四 魚礁設置適地調査

調査目的

魚礁を設置するにあたり，投資効果を高度に維持するため自然的，社会的環境条件を把握すること

を目的とするO

E 調査内容

1. 調査期間

2 調査場所

3. 調査員

昭和49年 4月~昭和50年 3月

泊沖，岩崎沖，三沢沖，大戸瀬沖

技師小間切譲一

沢田兼造

高梨勝美

4. 調査船 泊 沖 試 験 船 瑞 鴎 丸 (40. 81 トン D 170馬力)

傭 船 喜 漁 丸

三沢沖試験船幸洋丸(121. 22トン D 400馬力)

岩崎，大戸瀬沖

試験船青鵬丸(19.94トン D 170馬力)

5 調査項目

(1) 事前調査

(2) 海上調査水深(海底地形)底質

6. 調査方法

(1) 事前調査

関係組合および漁業者から魚礁設置に関する要望，付近漁場での操業状況を聴き調査実施上の

参考としTこ。

。)海上調査

事前調査結果に基づき，水深底質図(当場作成)で検討のうえ調査区域を定め，この区域内を

8方位に走航し，魚探により水深，海底地形を，採減量により麗質を調べTこ。

皿 調査結果

1.事前調査

(1) 泊沖

0中山崎から出戸沖にかけて天然礁が点在している(水深50-60m) 

0天然礁では無動力船及び小型動力船がソイ アイナヘタラを対象に一本釣漁業を行なってい

る。

0水深45-60mに魚礁を設置してほしし、。

(2) 岩崎沖

0メパノレの漁場となっている天然、魚礁(沖の瀬)と関連を持つ位置を希望する。

0回遊魚のスズキ，ヤリイカの付きが期待できる位置を希望する。

0対象魚種はソイ， メパル，タイ，スズキ，ヤリイカ

0水深伺-80mに魚礁を設置してほしし、。

(3) 大戸瀬沖

0対象漁業は釣だけとし，ヤリイカの誘導礁としたし、。

。大戸頬~田野沢沖合の水深40-50mに魚礁を設置してほしい。
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(4) 二 {J~ ~ljl 

C既設大型魚礁と関連を持つ位置を希望するO

。釣，刺網漁業ーを対象とする。

2 海上調査

事前調査の結果をもとに，水深底質図を参考にして調査区域を定め調査を実施した。

(1 )泊沖

a 水深………第 1図

b 底質………第 2国

c 利用漁港，天然、礁との位置関係……第 3図

(2) 岩 崎 沖

a 水 深…・…・・第 4図

b 底質………第 5図

c 利用漁港，天然礁との位置関係……第 6図

(3) 大戸瀬沖

a 水深………第 7図

b 底 質…・…・・第 8図

c 利用漁港， 天然、礁との位置関係・…・・第 9図

(4) 三沢沖

a 水深………第10図

b 底質………第11図

c 利用漁港，天然礁及び既設大型魚礁との位置関係……第12図

3 適地の判定

(1) 泊沖

O場所 MgC 0， 1720 7，000 m 

O水深 65m

0底 質 貝殻まじりの砂

0適地選定の条件

A 共同漁業権外にある。

B 底びき網漁業禁止区域内にある。

C 水深72ml主釣漁業の利用可能範囲内である。

D 底質は貝殻まじりの砂でありプロッグ埋没の恐れは少なL、O

E 天然、の根の延長線上に位置し利用漁場が拡大される。

F 現在利用されていない出戸沖の根と北川の根の中心すこ位置し，集魚効果と一層の漁場の

拡大化をはかることができる。

(2) 岩崎沖

0場 所汐ヶ島 W 4，700 m 

O水深 69m 

。底 質泥砂

0適地判定の理由

A 共同漁業権外にあるO

B 底曳網漁業禁止区域内にあるO

C 水深69mは釣漁業の利用可能範開内にあるO

D 底質は泥砂であり， プロック埠没の恐れは少なし、。

E 天然の辰(沖の瀬)に近く相互に関連を持つ位置にある。
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F ヤリイカ，スズキの回遊絡にあたり，集魚、が期待できるO

(3) 大戸瀬i中

。場 所鎧島N 1，8∞m 

心水 保 44m

。底 質 貝殻まじり粗砂

0適地判定の理由

A 共同漁業権内にあり，田野沢，北金ケ沢両漁民が使えるO

B 付近にあるヤリイカ漁場の拡大化になるO

C 底質は粗砂でありブロック埋没の恐れは少なL、。

(4) 三 沢 沖

。場 所鮫角Mg347. 50 13，000 m 

O水深 43.2m 

。底 質 貝殻まじりの砂

O適地判定の理由

A 共同漁業権外にあり，関係漁協が共同で利用できる。

B 水深は 43.2mで釣漁業により， また付近海域で・は刺網漁業による利用が可能であるO

C 底質は貝設混り砂であり タイヤ礁の埋没する恐れは少なし、。

D 二J11目沖大型魚礁から 2.5 k.m，天然魚礁から約 3k.mの位置にあり， 3者が相互に関連し合

L 、，集魚効果が一層高まるO

V 調査の成果及び今後の課題

1. 調査の成果

大型魚礁2ケ所，タイヤ誘導礁2ケ所の魚礁設置適地を選定し，同位置に本年度設置が決まった。
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泊沖水深底質図第 2図
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泊沖大型魚礁適地第 3図の 1
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泊沖天然礁との位置関係
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第 4図岩崎沖水深図

-230 --

5k田

4 

3 

2 

。

黒
崎



maεco 
N 

55慨

、、
、、
ー、

ー、
、、
、
、、
、
、
1
 

1
 

1
 

1
 

、、
、、、
、、、

、、
、
、
、、

、、
、、

、、
1 

1 
も

、、、
t 
t 

t 

‘ 
‘ も、

1 

1 

1 

1 

、
1 、

も

l 

1 
1 
1 
3 

、

5百 m4 3 2 1 。仁コ細砂

。d
ワム“

霞麹泥砂

岩崎沖水深底質図第 5図



5k皿

4 

2 

3 

1 

。

笹内川

4.8 km 

沢辺

鐘

作

1

1

1

 

l

a

 

黒
崎

7.6 km 

泥砂

ボンデン投入地点

。汐ケ島W4.7畑

水深69m底黄

ηムq
3
 

9臼

岩崎沖大型魚礁適地第 6図
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第 10図三沢沖水深図

236ー



盆生

匡ヨ岩盤上に砂

Eヨ粗砂，細様

仁コ砂

阻 田細 砂

密室調泥砂

組 員 稜

第 11図三沢沖水深底質図

mag Co 

N 

42 m 

o 1 2 3 ，{ 5百m

- 237-



ハ/

5 

。

k掴

15 

10 

S 46年既設大型魚礁

タイヤ礁設置調査海威

底曳禁止ライン

¥ 、
¥
 

¥
 

、、
、、

、、
、
¥
 、、

‘、、
、、

， 

、

x 
0 
ノ「一

'1 

- 238ー

三沢沖誘導礁適地第 12図


